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重度障害者在宅就労促進特別事業（バーチャル工房支援事業）(仮称)
の創設<新規>

１００，０００千円

１ 要 旨

在宅の障害者を対象に、ＩＴを活用した仕事の受注・分配等を行う在宅就労事業者

（バーチャル工房）に対し、情報機器やインターネットを活用するための能力開発に

加え、受注した仕事を用いた訓練指導の実施等を行う場合に補助を行う。

２ 事業内容

① 在宅就労に必要な情報処理技術の教育・指導

・ 情報機器の貸与

・ アプリケーションソフト操作、グラフィック処理、Ｗｅｂプログラミング、

プログラム開発のための工程管理等在宅就労に向けた情報処理技術の教育

・ メールや電話等によるコミュニケーション、自己管理などのビジネスマナー、

ソーシャルスキルに関する教育

② 企業から受注した作業を用いた訓練指導の実施

・ 企業から受注した実際の作業を教材とした技術指導

・ 仕事の進め方についての相談

・ 作業環境や機器等の相談

・ 職業生活を維持することの相談

・ 在宅就業希望者への相談・援助

③ 自立に向けた支援

・ 起業に向けた、在宅就業支援団体を通じた受注先企業開拓

・ 在宅雇用に向けた、在宅就業支援団体を通じた雇用先企業開拓

※ なお、バーチャル工房は、別に在宅就業支援団体（全国９団体）から①在

宅就業に係る指導・助言、②工房利用者の技術習得等にかかる支援、③バーチ

ャル工房間における連携支援を受けられる。

社会福祉法人等３ 事業主体

都道府県、指定都市４ 補 助 先

１か所当たり 年額 １０，０００千円５ 補 助 額

１か所当たり３年間６ 補助期間

２０(都道府県・指定都市) × １か所 ＝ ２０か所７ 補助件数

１／２（国１／２、都道府県、指定都市１／２）８ 補助率（負担割合）


